
営業で活きる！提案が通る！

とき

対 象

「声の出し方・話し方」セミナー

電気ビル共創館３階カンファレンス
（福岡市中央区渡辺通2丁目1番82号）

（水）

～より感じの良い「伝わる声」と「話し方」を
理論とトレーニングを交え徹底解説～

10月15日

「声と話し方」は大切なコミュニケーションツールであり、重要なビジネススキルです。どんなに商
品が良くても、企画が優れていても、話の内容が素晴らしくても、伝わらなくては意味がありません。
本研修は、理論的、実践的なトレーニングにより、一人一人の魅力を伸ばしながら段階を経て、
伝わる声と話し方を高めていくプログラムです。人前での自己紹介、挨拶、プレゼンテーション、
営業活動に信頼感を持たせたい方の他、コミュニケーション能力UPにもお役立てください。

声で差がつく！プレゼンに説得力を、交渉に情熱を、人間関係に信頼を！

ご案内

ところ

１０：００～１７：００

営業・窓口対応部門の担当者・管理者

営業社員研修の担当者

自らの接客の価値を更に高めたい方

参加費

会員企業 29,700円
(本体価格27,000円 消費税2,700円)

未会員企業 41,800円
(本体価格38,000円 消費税3,800円)

講 師

合同会社ふじこカンパニー 代表

キャリアコンサルタント

藤 重 知 子 氏

お申し込み方法

本セミナーは、WEBでの申込受付となります。
お申込み後、参加証・請求書をメールにてお送りします。
参加費は開催前日（１０/１４）までにお振込みください。
キャンセル料につきましてはHPでご確認ください。
その他詳細はHPをご覧ください。
同業の方のご参加、プログラムの転用は、ご遠慮ください。

九州生産性本部 声の出し方・話し方

検 索

公益財団法人 九州生産性本部

・ワーク中心だった為、楽しくてあっとい
う間の6時間でした。

・本セミナーは特に実践も多く、分かりや

すくとてもタメになりました。

・とても有意義な内容でした。話し方を変
えるだけで、いろいろな効果があるわかり
ました。

・実践やグループワークを取り入れており、
とても楽しく分かりやすく学ぶことがで
きました。1日中眠たくならない講義は
初めてでした！

～昨年度受講者の声～



講 座 内 容

Ⅰ．声は自分と相手をつなぐ
最強のコミュニケーションツール

1. 声の実験
2．コミュニケーションのプロセス
3．目指す声と話し方のゴールイメージ
4．伝わるビジネスボイスの磨き方

Ⅱ．3秒で惹きつける！
第一声を磨くボイストレーニング

1.  声の出る仕組み
2．発音発声滑舌トレーニング
3. 「３秒」で惹きつける実践トレーニング

Ⅲ． ここで差がつく！
表現力アップトレーニング

1. 豊かに表現する５つのスキル
2. 場面別パフォーマンス
3. 正確に伝える

Ⅳ． 溢れる情報の中で
印象に残る話し方トレーニング

１. 「１５秒 」で信頼を得る
２．右脳と左脳を意識した話し方
３．印象に残る話し方

Ⅴ．相手の心をつかむ！
聴き手を意識した論理的構成トレーニング
1. 「確実に伝わる型」でスピーチ力向上
2. 「納得＆共感を得る型」でプレゼン力向上
3. 話の引き出し作り
4. 伝わる声と話し方の仕上げ

講師について

合同会社ふじこカンパニー代表
キャリアコンサルタント 藤 重 知 子 氏

地域情報番組のキャスターを経て、ナレーター・MCとして活動。その経験を生かし、ア

ナウンススクールで講師となり、「声・話し方・表情・心」をトータルにアドバイスするオリジ

ナルの講座で新たなフィールドを開拓。

公益財団法人九州生産性本部 担当：西田 #323
〒810-0004 福岡市中央区渡辺通2-1-82 電気ビル共創館6階
TEL：092-771-6481 FAX：092-771-6490
https://qpc.or.jp/

当本部事業の案内は会員企業・労組のほか、一般の企業・労組にもお送りしております。今後、
このような経営・教育等の講座案内が一切不要な場合は、左記に記載の担当者または当本部
お客様相談窓口までご連絡ください。

現在は、声と話し方コンサルタントとして「ビジネスボイストレーニング」を中心に個人と組織をサポートしている。

単なるスキルアップではなく、その人らしさを磨くこと、コミュニケーションを大切にした「心も伝わる声と話し方」で、

一部上場企業をはじめ、自治体、大学など、延べ1万人以上に研修、講演を実施。

「一人一人の良さを引き出す力とわかりやすさ」に定評がある。40代で大学院に進学、キャリアコンサルタント

国家資格取得など、学び続ける姿勢を実践しながら人材育成をライフワークに活動中。

会場案内
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